












































































































れは、 「親指Ｐの修業時代」が書 れた一九九一年 現在とでは、
セクシュアリティという概念にも社会における扱われ方にも大きな違いが見られるためである。したがって、社会史においてセクシュアリティがどのように扱われてきたかを見 いくこと より、 「親指Ｐの修業時代」の先見性を知ることができるはずである。　
同性愛自体が障害として考えられるべきではないという考え方




る。具体的に二〇〇六年にＷＨＯが提唱した定義では、 「生涯を通じて人間の存在において中心的な事柄でありセックス（性別／性交） 、ジェンダー・アイデンティティ、性別役割、性的指向、エロティシズム、快楽、親密さ、生殖を包含する」とされる。一九六四年にセクシュアリティという言葉が誕生した後、一九九九年の「性の権利宣言」や二定義等により、年代を経るにつれ、言葉の定義する内容はより具体的かつ細分化してきていることがわかる。このことから、セクシュアリティの多様性が徐々にだが一般社会 おいても認め れるようになってきたことが見て取れ 。　
また、セクシュアリティは、大きく三つの要素― 「生物学的性」











は男性である、女性であるという自己認識のことで、一般的には身体の性と一致している。身体の性と心の性が一致せず 違和感を感じる状態をトランスジェンダー（疾患名は 同 性障害）という。性自認 必ずしも男女に二分できるもので なく、 「男性」「女性」 「どちらでもない（無性） 」 「どちらでもある（両性） 」 「時により変化する（不定性） 」などさまざま あ 。③性的欲望の対象　
性的指向（
sexual orientation ）は性欲や恋愛の方向を示す概念







「一夫一婦制にはそれなりの合理性があるとは思うけどさ。俺が世界でいちばんいい男っていう自信が持てるなら女に堂々と他の男とは寝るなって言えるけれど、俺よりいい男が世の中にはごまん るとわかってたらさ、浮気はするな、俺で我慢しろ は言えないよ。 」
　
晴彦は性的関係を持つ相手に対して一対一の関係を望むことが
出来ない。その根本には、自分自身への不信感があると考えられる。晴彦は「本当は人を信じたくてたまらない」 、つまり、心の深い部分で他者と信頼関係 結びたいと考えている。にも関わらず、彼が他者との関係を破綻させかねな ような暴力や、性器結合に類する身体接触にこだわるのは、そうした行為が愛情 恋愛という目に見えない不確かなものを彼なりに確かなものとして感じるための唯一の手段だった らであ 。そして、相手を憎しみつつも絶えずさまざまな他者と性的 関係 結び続けるのは、その関係のあ ことが、彼にとっては自分の男性としての優位性を保持し、傷 いた自己愛を回復させ くれるものだったからである。晴彦が他者へ抱く「強烈な憎しみ」の根源 、他者への不感であると同時に、自分自身へ 不信感でもあ ではないか。　
江口チサトは「男性」から性的に「遊ぶ」という目的以外で興




る性に関する文化規範の影響を受けてはおらず、性行為を「仲良くな 」ための自然な身体接触と捉えてい 。また 彼は相手の性別もにもこだわりを持たない。
　
春志の話は衝撃的だった。性欲など持ち合わせていないの
ではないかと思わせるところのある春志が実は経験が豊かだったとか、彼が男とも性行為をす とかいった点はまあいい。衝撃的なのは、少なからぬ人々が持続的な愛情もなしにまだ少年の春志の身体を弄んだらしい と、春志の方は弄ばれたとは夢にも思わず仲よく れた 喜んでいたらし こと、その結果春志は人と仲よくするイコール性行為を行うことと素朴に信じるよう なったことである。
　
春志は先述したように性行為を他者と「仲よくなる」ためのご














の容姿や服装を一目で女性と分かるように見せようとはしていない。初対面の一実が政美に対して持った印象も「長い髪を真紅のブレザー 肩に豊かに垂らし、ブレザーと同色の口紅をつけている」が「骨格や顔のつくりの大まかさから男 一眼 察せられ」 、「スカートを穿いているでもないし、彼自身は自分を女に見せたがってい のかどうか」というものである。また、政美は膣は成形するがクリトリスは作らず、性器の面 も一般的な女性と 異なる特徴をあえて保ち続けている。これら ことから 政美が考えてい 「女」というも が容姿や身体上の女性ジェンダーだけを意味しているのではないこと 分かる。政美は男女双方の特徴を持つ身体のあり方を示すことによって、既成 「異性愛者・女











































かった一実だが、初め 誰かを特別な存在として選ぶことになり、その恐怖を覚える。それは、選ぶためには何かを捨てなければならず、ま 、お互いが選んだ特別な相手であっても、関係が永続するとは限らないと思 至るからである。そして、一実はかつて彼女の好意の示し方に満足しなかった遥子や正夫が求め いたものが、まさにそ 「特別な関係」であ と気付くようになる。　
一実が、 「特別な関係」が取捨選択から成り立つことに気づく











その際、親指Ｐを通して一実は快感を得る。一実はその快感を必死で忘れようとするが叶わず、後に自慰 行った際 浮かんだのも映子による親指Ｐへの愛撫 イメージだった。
私は同性愛の素質はなかったはずだ。それなのに、どうして同性の手に快楽 イメージを託したの ろう。映子の姿を思







とになる。 「特別な関係」になったと考え た春志からも捨てられた時、一実はインポテンツとなり、 〈フラワー・ショー〉に居場所を求めてゆく。しかし、ショーに出るためには親指Ｐの勃
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ないし、何の役にもたたない」と言う一実をあえて片腕として雇い、事業を成功させる。二人の共通の知人Ｍはそんな二人 関わりを、 「遥子の一実 の思い入れと一実の無垢な感受 よ 成り立つ仲」だと称す。ここでの「無垢な感受性」とは、作中では特に、他者や社会から与えられるジェンダーやセクシュアリティの規範 対して全く疑問を抱いていないことを表す。 「遥子の一実への思い入れと一実の無垢な感受性によって成り立つ仲」という
表現は、一実が遥子に対して特別な思い入れを抱いていないということを示す。　
したがって、 「何でも話を聞いてくれる誰よりも気心の知れた























































































単行本の『花伽藍』には「鶴」 「七夕」 「花伽藍」 「偽アマント」 「燦雨」の五つ 短編が収録されており、いずれも女性同士の恋愛、性愛関係や女性同性愛者 描かれている。初出は「小説新潮」 （新潮社
　
二〇〇〇年十一月、二〇〇一年四月、二〇〇一年八月、二〇〇一年十一月、二 〇一年十二月） 。
注
注注 「本」 （講談社
　
二〇〇三年十一月）
注
注注 「文藝」 （河出書房新社
　
一九九一年春季号〜一九九三年冬季号）
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注
注注 
M
tF
は「
M
ale to F
em
ale 」の略で、生まれ持った生物学的性は男性、
性自認は女性であること。
注
注注 【性を構成する三要素】を解釈するために以下の四作品を参考にした。
 
宮淑子『セクシュアリティ・スタディース』 （新水社
　
二〇一〇年十
月）
 
井上輝子、上野千鶴子、江原由美子、大沢真理、加納美紀代『岩波女性学事典』 （岩波書店
　
二〇〇二年六月）
 
薬師実芳、笹原千奈未、古堂達也、小川奈津己『
L
G
B
T
ってなん
だろう？―からだの性・こころの性・好きになる性』 （合同出版
　
二〇一四年九月）
 
ジョー・イーディ『セクシュアリティ基本用語事典』 （金城克哉【訳】明石書店
　
二〇〇六年十二月）
注
注注 
ジョー・イーディ『セクシュアリティ基本用語事典』 （金城克哉【訳】明石書店
　
二〇〇六年十二月）によると男根中心主義とは、文化・
イデオロギー・社会において男性的なものを権力や意味、価値の根源に据え、その考えを推し進めること。男根がセクシュアリティや権力の象徴として特権が与えられるシステム。
注
注注 
電通総研
L
G
B
T
調査
注
0
注
注
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release/注0注注/0注注注-00注0注注.htm
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（こみや
　
ちほ
　
二〇一五年日文卒）
